
Shikachu - IB通信     

実録！「未来への提案」発表会  

IB通信、20号に突⼊です。毎回コッテリした内容でお届けして

きましたが、「IB通信いつも読んでいますよ︕」と声を掛けて

くださる⽅が⽣徒や保護者の⽅にもいらっしゃることが励みにな

っております。いつもありがとうございます。 

 

⾶び⾶びに⽬を通していただいているという⽅も、その号に関

連した内容のものはリンクでつけるようにさせていただいていま

すので、興味の湧いた際にご覧いただければ⼗分です。 

説明的な内容は次年度また書き直すのではなく、リサイクルし

ていこうと今の所は考えています。 

 

さて前号では、2学年の「未来への提案（総合的な学習の時

間）」の発表会開催のお知らせをさせていただきました。（鹿中

IB通信NO,19）	

臨休明け初⽇に、リハーサルなど直前の⼤詰めが満⾜にできな

い中⽴派なホールでの発表会です。 

さてこのほとんどぶっつけ本番の窮地、、、彼らは果たし

て、、、︕︖ということでしたが、実際、、、良い意味で予想を

裏切られました。とても良い発表でした︕ 
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私がここで語るより、実際に⾒ていただいた⽅が早いでしょ

う。許可を得た３グループの発表を共有させていただきます。 

当⽇⾒逃したみなさまは是⾮コチラのリンクよりご覧くださ

い。→未来への提案発表の様⼦リンク 

ちなみに本単元の評価基準は以下の通りとなっております。こち

らも踏まえてご覧ください。 

 

https://drive.google.com/drive/folders/1z9tjFi58YlFF2rCa1lNDgeHZb7J7n-57?usp=sharing


 





 



実力の秘密 

ご覧いただけましたか︖いかがでしょう。もちろんまだまだ伸

び代はありますが、彼らの成⻑・実⼒を頼もしく思われたことで

しょう。毎⽇⼀緒に過ごす私たち教員ですら驚いてしまったほど

ですから間違いありません。 

この成⻑ぶりの「原因」について少し分析してみます。 

 

 この取組に割り当てられた授業時数は、発表会に割り当てられ

たコマ数を引けば実質１５コマ程度です。 

もちろんこの時間内の努⼒だけでこれだけの課題解決能⼒や制

作技術、プレゼン⼒を⾝に付けることはできません。 

 

⼀⽅で、年間の授業時数はおよそ１０００時間もありま

す。 

この⽇常の学びが「ほとんど繋がっていない」のが現在の⽇本

の学校教育の課題であり、 

 

これらを「繋げる」枠組みに優れているのが IB 教育の本質的

な特徴の⼀つであり、TEAM⿅追が頑張っている所です。 

 

本校の例を挙げれば、 



国語科や英語科で⾏われたプレゼンテーションの内容⾯や表現

⾯についての探究であったり、 

社会科や理科の課題の設定内容や、その成果物をはかる評価基

準の中⾝であったりと、「繋げる」ということを約束事として、

各教科が知恵を絞って授業を展開しているのです。（末尾に上記

の実例を載せておきます。お時間があれば⽬を通していただけれ

ば幸いです。）。 

 

そしてすべての教科の学び（あるいは各⾏事の取組）が集約し

ていった結果がご覧いただいた⼦どもたちの姿であり、 

彼ら２年⽣が卒業するまでに更に１０００時間強もの時間を通

してこのスタイルの学びは続きます。 

 

残り⼀年で彼らが更にどこまでの成⻑を⾒せてくれるのか、楽

しみです。 この発表会を参観してくれた⼀年⽣もまた、２年⽣

の姿に刺激を受けながらそれに続いていくことでしょう。 

 

 最後に忘れてはいけない要素がもう⼀つあります。それは⼦ど

もたちと先⽣⽅がそこに「⼀⽣懸命取り組んでいる」ということ

です。 

 



教員にとって、教科書でそのまま教える授業に⽐べ、こうした

授業に向けた準備はなかなか⼤変なことです。 

それでもその努⼒を継続してくださる先⽣⽅と、それに正⾯か

ら応えようとしてくれる⿅追中の⽣徒のみなさんがいることが何

よりの「原因」だと私は考えます。⼦どもたちの成⻑が教員にと

って最⼤のモチベーションです（更にお給料も上がれば⾔うこと

はないのですが…）。 

 

今回のように⼦どもたちの学びの成果・成⻑ぶりを⾒ていただ

ける機会を通して、地域・保護者のみなさまから労いやお褒めの

お⾔葉をいただくこともまた、⼦どもたちと先⽣⽅にとって⼤き

な励みとなるはずです。 

機会があれば是⾮︕本校⽣徒と先⽣⽅に⼀⾔、そうしたお声が

けをいただければ幸甚です。この通信も、そうした好循環を⽣み

出す⼀助となれていれば嬉しいです。どうなんでしょう…︖ 

 

最後までお読みいただき、ありがとうございました。 

 

 

※オマケ︓前述の通り、総合的な学習の時間に繋がっていく各教

科の取組の資料を⼀部ご紹介します。↓ 



↓国語科でのプレゼンテーションの探究 



英語科でのプレゼンテーションの探究↑ 



社会科の総括的評価課題の概要説明↑ 



 
 

 

※ここまで読み切った⼈は相当な強者です︕ 

理科の総括的評価課題の概要説明↑ 



バックナンバー 概要 

鹿中 IB 通信ＮＯ.1 

↑クリックするとア

クセスできます。 

この通信の趣旨や国際バカロレアとは何か？に

ついて書いています。 

鹿中 IB 通信ＮＯ.2 年度当初に行った生徒向けの IB オリエンテーシ

ョンについて書いています。当日の動画や資料

も見られます。 

鹿中 IB 通信ＮＯ.3 こちらは保護者向けの IB オリエンテーション

と、同日行われた参観授業（国語）を I B 視点

で解説しています。 

鹿中 IB 通信ＮＯ.4 参観授業紹介第二弾です。理科の授業の内容を

《概念》と絡めて書いています。 

鹿中 IB 通信ＮＯ.5 参観授業紹介ラストです。社会と保健体育の授

業の内容から《IB で知識の定着にかける時間が

減る問題》に対する工夫について紹介していま

す。 

鹿中 IB 通信 NO,6 IB 教育の大きな柱である ATL スキルと１０の学

習者像とはどういったものかについて、道徳の

授業実践を元に解説しています。 

https://drive.google.com/file/d/1yuHhE6p-QG5e_HU8OzqgjrBpC9aNM6pq/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1SJcN8x0dCe_eQZ9eTgyjDsfr9zpf9ugz/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/174fwfi3vZXca7e8olpysXpyf5q7QwZbA/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1lVqeMRrwIXXZ5YSm7_Kl1O2d2TtGS-ME/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1sljC9_kW2Q0Aj98TvuS19T5Qvh9dJgxd/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1VJyesCFTYRXARcuDxZPNK9oLM7yEYo96/view?usp=share_link


鹿中 IB 通信 NO,7 十勝毎日新聞の記事になったというお話と、1

学年の Unit1 総括的評価課題の概要一覧を紹介

しています。 

鹿中 IB 通信 NO,8 子どもたちが「総括的評価課題」に取り組む様

子の紹介と、２学年の Unit1 総括的評価課題の

概要一覧を紹介しています。 

鹿中 IB 通信 NO,9 「SA」「CP」についての説明の前段としてのお

話しと、３学年の Unit1 総括的評価課題の概要

一覧を紹介しています。 

鹿中 IB 通信 NO,10 「SA」についての具体的な説明や生徒たちの夏

休みの宿題について書いています。 

鹿中 IB 通信 NO,11 「コンサルタント訪問」についての説明や面談

に向けての生徒や保護者のみなさまとのやりと

りについて書いています。 

鹿中 IB 通信 NO,12 「コンサルタント訪問」の実際の中身と主に生

徒たちの面談での応答について紹介していま

す。 

鹿中 IB 通信 NO,13 「文化祭と日常の学びの繋がり」について書い

ています。《前編》 

鹿中 IB 通信 NO,14 「文化祭と日常の学びの繋がり」について書い

ています。《後編》 

https://drive.google.com/file/d/1Y4Omureve_C9_dUxLNO4-1Ld-B1aTyQ_/view?usp=drive_link
https://drive.google.com/file/d/1tPx7-9YfVCejoTyDZUyDmi6CbCLG7K7A/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1VnZzQ13R8PKi4zUFFLg1P-3EZ0JeePdd/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/10sb8n2UM0rkTY3F-1SJ9gkjjJ8SRGT4Z/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1yQkUcQfvdGxig8kdexi1WRyO93m6q7Ty/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1UQDdCniG3YuFqiXcab5zriNdUGmG1evo/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1f9XJprvNt5730IlNO06mZVP03qeZG1oA/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1nZE14TCAO492Z1DyCLxIKRf2Q_T0n85e/view?usp=share_link


 

鹿中 IB 通信 NO,15 「コミュニティプロジェクト」についての説明

と発表会の告知をしています。 

鹿中 IB 通信 NO,16 ２学年の総合的な学習の時間「未来への提案」

の内容と目的について紹介しています。 

鹿中 IB 通信 NO,17 保護者懇談会の中身と生徒の総括的評価課題の

成果物について紹介しています。 

鹿中 IB 通信 NO,18 ２学年の総合的な学習の時間「自分探究プロジ

ェクト」の内容と目的について紹介していま

す。 

鹿中 IB 通信 NO,19 ２学年の総合的な学習の時間「未来への提案」

の発表会のお知らせをしています。 

https://drive.google.com/file/d/1_f9IumGiImRTcWlOxhWk--FPXQP4zehI/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1UTkji26L9bCCyAenRAnnAkzkwuV1B1vO/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1ko_9rhDKT4rpbFSwqh9yHaqm3_4qfqst/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1vmE5RvYEnCbGHYNWo7LnE_DcIWZgazIL/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1ZCU1GhrBMZlDSJUOB6tswSO3PHs0xG_A/view?usp=share_link

